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栃木県那須を訪ねる

愉しい非電化生活
藤村研介 （非電化工房副代表）

冷蔵庫、洗濯機、掃除機、冷暖房、炊飯器…電気
がなくては不可能と思い込んでいることの多くは
非電化でも実現できます。非電化の方が健康で愉
しい場合も少なくありません。そこで、非電化を愉しく実現し
ている実例を紹介します。
●参考文献：藤村靖之『エコライフ & スローライフのための愉しい非電化』
洋泉社 2006/ 藤村靖之・辻信一『テクテクノロジー革命—非電化とスロービ
ジネスが未来をひらく』大月書店 2008

森林に牛を放つ ─森林酪農への挑戦　

株式会社アミタ
◆「森林ノ牧場 那須」を訪ね、牧場スタッフにお話＋
ご案内いただきます。
もう価値を生まないと見られて放置されている森林。そこに牛
を放ち、自然の草を食べて健康に育った牛から乳製品を生み出
します。人と自然の関係を再構築するビジネスです。
●参考文献：熊野英介『思考するカンパニー 欲望の大量生産から利他的モ
デルへ』幻冬舎 2008

京都府綾部市を訪ねる

半農半 X という生き方
─小さな農でピースフルに暮らしつつ、
　ミッションでスローレボリューションする

塩見直紀 （半農半 X 研究所代表）

京都・綾部から半農半 X（エックス＝天職）とい
うコンセプトを提唱しています。エックスのヒン
トが少しでも見つかる 3 日間になりますように！
●主著：『半農半 X という生き方』ソニー・マガジンズ新書 
2008/『土から平和へ～みんなで起こそう農レボリューション』（共著）コモ
ンズ 2009 ●参考文献：塩見直紀『綾部発 半農半 X な人生の歩き方 88―自
分探しの時代を生きるためのメッセージ』遊タイム出版 2007/『半農半 X の
種を播く―やりたい仕事も、農ある暮らしも』（共編著）コモンズ 2007

茨城県石岡市を訪ねる

働きながら無農薬米ができる
大谷理伸 （農家）

無農薬、無化学肥料の田んぼにて手植えをします。
もしも皆さんがお米を作るならば？ 田植えだけ
では部分しか見えませんのでその後の草取り、稲
刈り、収穫祭までぜひ参加してみてください。

東京都豊島区を訪ねる

システムから降りたら、自分探しが終わる。
システムから降りたから、生業が持続可能になる。
高坂 勝 （Organic Bar「たまには TSUKI でも眺めましょ」経営）

市場システムを降りさえすれば小さな収入でも豊
かに暮らせます。自給と知恵で暮らしを遊び、働
く時間はほどほどに。大きなシステムを変えたく
て、小さな店を営んでいます。
●主著：『ダウンシフターズ / 減速生活者』2010 幻冬舎（近刊）/『土から平
和へ―みんなで起こそう農レボリューション』（共編著）コモンズ 2009

神奈川県藤野町を訪ねる

市民の力で脱石油型の地域社会をめざす
トランジション・タウン
トランジション藤野

日本初のトランジション・タウンとして 2008 年
に産声を上げた藤野町の取り組みとその魅力に
ついて、活動に携わってきたメンバーが実際の
現場を巡りながら紹介します。
●参考文献：枝廣淳子『エネルギー危機からの脱出 最新データと成功事例
で探る“ 幸せ最大、エネルギー最小 ” 社会への戦略』ソフトバンククリエイティ
ブ 2008/ 石井吉徳『石油ピークが来た―崩壊を回避する「日本のプラン B」』
B&T ブックス 日刊工業新聞社 2007

世代を超えた「農」ムーブメントをつくる
「はじめる自給！ 種まき大作戦」

ハッタケンタロー （環境エンタメ・デザイン＆プロデュース）

国家、経済、雇用、農と食、環境、教育…。今、
社会や暮らしが劣化する中で、「はじめる自給！」
を合い言葉に、未来を豊かに生き抜く「仕事の
アイデア」をいっしょに考えていきましょう。
●主著：『半農半 X の種を播く―やりたい仕事も、農ある暮らしも』（共編著）
コモンズ 2007/『土から平和へ―みんなで起こそう農レボリューション 』（共
編著）コモンズ 2009

群馬県片品村を訪ねる

「いいからかん」ライフのすすめ！
桐山三智子 (iikarakan/ 片品生活塾主宰）

自然農法で野菜を育てたり、炭のアクセサリーを
販売したりしながら、村のお年寄りが当たり前に
している暮らしを実践勉強しています。農村は宝
の山！ 自分で仕事を創るもの。
●主著：連載「片品村だより」『季刊地域』（『増刊現代農業』
改称）農文協 2008 年 11 月号～ / 連載「いいからかん人生相談」『うかたま』
農文協 2009 年冬号（vol.13）～

横浜市青葉区を訪ねる

都市の新規就農者の本音＆
それを支える地域の人と場
大場 徹 （有機農業者）

自然の豊かな田舎の暮らしにも魅力があります
が、私は横浜で福祉の仕事をしながら就農する道
を選びました。これまでに体験してきたことや、
日頃考えていることをお話しします。

石田周一 （社会福祉法人グリーン施設長 / な～に谷っ戸ん田の会会長）

私は育った地域・横浜市青葉区で仕事をしていま
す。エコを仕事にしたというよりは、関心と必要
性で仕事をしていたら今のような仕事になりまし
た。都市には、そして人には農が必要と思ってい
ます。
●主著：『耕して育つ―挑戦（チャレンジ）する障害者の農園』コモンズ 
2005/『街人たちの楽農宣言』（共編著）コモンズ 1999 ●参考文献：大江正
章『地域の力―食・農・まちづくり』岩波新書 2008

xChange（おしゃれな服の交換パーティー）へ
ようこそ ─服から環境と社会を考える

丹羽順子 （ソーシャル・プランナー）

物質からスピリチャリティーへ。忙しい生活か
ら、スローライフへ。所有から共有へ。新しい時
代の価値観と視点を、みなさんですりあわせま
しょう。
●主著：NHK「地球データマップ」制作班（編）『NHK 地球データマップ―世
界の “ 今 ” から “ 未来 ” を考える』日本放送出版協会 2008 ●参考文献：カレ・
ラースン『さよなら、消費社会―カルチャー・ジャマーの挑戦』（訳書）大月
書店 2006/ サティシュ・クマール『君あり、故に我あり―依存の宣言』（訳書）
講談社学術文庫 2005

協力：
パリッシュ出版

9/11

9/25（土）～ 26（日）1泊 2日

10/27（水）19:00 ～ 21:00

11/24（水）19:00 ～ 21:00

12/12（日）

12/18

東京都青梅市・日の出町を訪ねる

東京の木で家を造る
─仕事は創り出すもの 〜地産地消の仕事〜

稲木清貴 （東京の木で家を造る会事務局長）

山・製材・大工の仕事を紹介する。仕事は与えら
れるものではなく、自ら探し創り出すもの。山
にはまだ多くの可能性がある。苦しいのは山も
街も一緒。自分に合う世界かどうかだ。自らに
その物指を持て。

オリエンテーション

エコを仕事にすることの豊かさ
大江正章 （コモンズ代表 / ジャーナリスト/PARC 理事）

地域と地球が元気になって、子孫が幸せに生きら
れる社会をつくりたいと思いませんか？ それっ
て、そんなにむずかしくなくて、楽しいんです。
そんな実例をたくさん紹介します。
●主著：『地域の力―食・農・まちづくり』岩波新書 2008/『農業という仕事
―食と環境を守る』岩波ジュニア新書 2001 ●参考文献：宇根豊・木内孝他『本
来農業宣言』コモンズ 2009/ 大江正章『地域の力―食・農・まちづくり』岩
波新書 2008

「環境にも優しく、自分らしく生き生きと働ける仕事がしたい」と願っているあなた。農業・
林業や環境 NPO・NGO、半農半 X、こだわりの素材を使ったレストラン、エコショップなど、
その選択肢は多様にあります。このクラスでは、すでにエコを仕事にしている多彩な講師陣の
現場を訪ね、仕事のやりがいや楽しさ、難しさをも学ぶと同時に、それぞれの方の暮らしの豊
かさを五感を使って感じます。私たちの仕事と生き方をみつめなおし、「エコ仕事」への一歩
を踏み出してみませんか？ たくさんの出会いと生きるヒントがぎっしりつまったクラスです。

エコを仕事にしよう

● 2010 年 5 月～ 12 月　 ● 基本的に隔週土曜日　
● 全 12 回 / 定員 30 名　● 受講料 38,000 円　※でかける回は交通費・宿泊費などが別途かかります。

環境と
暮らしの学校
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茨城県石岡市を訪ねる

有機農縁の一日体験
魚住道郎（日本有機農業研究会副理事長 / 有機農業推進協会副理事長）

共生・共存の有機農業の現場に立ち、その世界
を実感していただきたい。農業という世界に縁
が生まれ、生活感も一変するはず。
●主著：『有機農業ハンドブック―土づくりから食べ方まで』（共
編著）農文協 1999 ●訳書：アルバート・ハワード『農業聖典』（解説） コモ
ンズ 2003

5/18（火）19:00 ～ 21:00

5/22

6/5

6/19

7/10（土）～ 12（月）2泊 3日

8/7（土）～ 8（日）1泊 2日

森林ノ牧場 那須
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